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教員を対象としたアンケート （2017.6～2019.9 1021名）

Q 学校にある個人情報で特に重要だと思うものを２つ挙げてください。
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個人情報保護に関する法律や
教育情報セキュリティポリシーの内容について



「奈良県の先生の働き方調査」 http://www.e-net.nara.jp/kenkyo/index.cfm/21,1340,c,html/1340/20200201_Nara_teacher_QSurvey.pdf
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国がGIGAスクール構想を発表する前に、奈良県が夢見ていたこと

1. ルール上可能なのか。（個人情報保護に関する法・規則等）
2. 物理的に可能なのか。（教育データの標準化）
3. 費用負担をどうするのか。（広域連携）

自治体を超えた個人情報のやりとり



1. 個人情報とは何か
2. 個人情報保護の範囲
3. 個人情報の利用（システム・人・ルール）
4. 個人情報の管理

学校で課題となってきたこと

学校でこれから生じる問題

1. 取り扱う情報の増加
2. 管理・運用のためのシステムの高度化
3. 情報共有による活用場面の増加

 人的な問題
 経費の問題
 組織の問題
 見通しの問題

（奈良県の先生の働き方調査の記述コメントより抜粋）

 子どもたちの個人情報等がシステムで共有されることで、いいことにも使わ
れるだろうが、悪用されることもあるだろうから、それが心配。情報を当事
者の知らない間に知らないことに使われるとしたら、とても気持ちが悪い。

 情報を活用して優秀な子を見出すことができたとして、一方で優秀でない
子を生み出すことにもなるので、いいのか悪いのかわからないので、情報
を外部に提供することが悪いことに手を貸すことにならないのかと考えてし
まう。

 私たちも勉強しながら、高度化に対応していかなければならないが、日々
の準備に追われ、勉強する機会がうまくとれなくて悩んでいる。

 個人情報を、どのような目的で、何のために、どのように扱うかがあいま
いなため、たとえば、姓名の「外字」を扱おうとすることにより情報のデジ
タル化が阻害されたり、情報が共有できないことで扱っている情報にかな
りの重複が生じたりしている。

 個人情報を厳密に扱う場合に、ルールやセキュリティに関する知識が不
足しているために、旧来の経験に基づいた助言をそのまま受け入れたり、
事業者に丸投げすることにより事業者の力量や考え方に左右され、過剰
な対応や無意味な対策を講じようとしたりしてしまう。

 人的にも物理的にも、外部との接触を極力避けることにより、子どもたち
を守っているのと同じ感覚で、全ての情報を自分たちで抱えて管理運用
しようとするために、扱う情報の増加とともに多大な負担が生じている。



国や教育委員会で今後整理が必要なこと

学校教育の情報化の進展により、教育データのデジタル化が進むため、学校教育で扱う情報量の急激な増加が見込まれる。短・
中・長期のビジョンを大きく示すとともに、教員・職員の業務の範囲の整理と、取り扱うデータの範囲について、実証の場や通知・
ガイドブック等で早急に整理していく必要があるのではないか。

管理・運用のためのシステムや通信技術の高度化により、専門的な知識を有する場面が増え、同時にリスクも高まっていく。学校
組織で解決できる範囲を超えることが想定されるので、外部人材や組織との人的・物的なつながりが欠かせなくなる。学校のよりよ
いパートナーとして外部から関わることができるようにしなければならない。それを強力に促進する手立てを具体的に示すとともに、
それにかかわる予算措置を実効性のある形で速やかに行う必要があるのではないか。

社会における情報化がすすみ、日常生活においても学校教育においても、情報共有による情報活用場面が急激に増加している。不
安・不足の解消やトラブルを未然に防ぐために、教員の研修機会やフォローアップを図ることが急務である。さらに、学校や教員を
リードする教育委員会や担当者が疲弊しないために、広域でお互いを支え合うような仕組みの構築を促す具体的な枠組みづくりと、
それを促進するための費用面での支援策が必要ではないか。

こんなことができたらいいなと、教員が感じていること。 （奈良県の先生の働き方調査の記述コメントより抜粋）

 教室にタブレットを持ち込み、無線環境で出席がとれて、保健室とも即時共有ができる。

 １台のパソコンで、授業での教材作成・管理も、テスト作成や成績処理も、どちらもできる。

 違う学校とのデータ共有ができる。転勤してもそのまま同じシステムで継続して利用できる。

 子育てや介護で時間がとられる人が申し訳なく思わないように、学校でなければできない仕事をなくす。

 機器やアカウントの管理、アンケート調査などの事務的なことを教員以外の安心できる人に任せる。

 個人情報保護や著作権のことなどをしっかり学んで身に付けて、子どもたちにも指導できる。




